








































































































































大学等が行う講座は､日時 ･内容 ･担当講師を前もって文科省に申請 し認
可を受けてはじめて開講の運びとなる｡同じ内容で講習を行う場合でも､毎
年講座ごとに申請し認可を受けなければならない｡このように大分面倒な仕
組みとなっている｡
4 時間の問題
更新制に関しては､講習30時間という規定に替えて､単位とすべきだった
という議論もある｡いわゆる ｢教員養成6年制｣との関係で､更新制が今後
どのようになるかも不安定な状態にあるが､もし更新制廃止となった場合､
更新講習を受けた時間を単位換算するという問題の発生も可能性としてはあ
る｡だが､そういうことは可能なのだろうか｡
免許更新に必要な30時間は､60分を1時間とするふつうの意味での物理的
な時間である｡これに対 して大学の単位計算は､多 くのパターンとして90分
授業15回で2単位とするものである3｡この計算でいくと､22.5時間で2単位
となる｡
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だが､大学設置基準によれば､｢講義及び演習については､15時間から30
時間までの範囲で大学が定める時間の授業をもって1単位とする｣という規
定の前提として､｢1単位の授業科目を45時間の学修を必要とする内容をもっ
て構成することを標準｣とするという規定がある(大学設置基準第21条 2)0
たとえば､15時間で 1単位とする場合､45時間との差30時間は､授業外の ｢学
修｣となるわけである｡授業の外に､その予習復習の時間があると考えれば
わかりやすいだろう｡
このように､大学の単位計算には授業外の学修を想定している｡しかし､
更新講習の時間規定は､講習外の時間については規定していない｡実際､6
時間講習の場合､1日で終るのだから､講習外の時間はない｡そう考えると､
先ほどの22.5時間を2単位とする計算は正しくない､ということになるので
ある｡
注
1 主として､文部科学省初等中等教育局教職員課 ｢教員免許更新制のしくみ｣平成20年4月､
に基づく｡
2 平成22年11月11日付文部科学省文書 ｢教員免許更新制における免許状更新講習の受講等
について｣には､｢およそ5,100人｣と見積られている｡
3 90分を2単位時間とするのは､1単位時間45分という小学校の規定(学校教育法施行規則
別表1)に従うものである｡周知のように､中学校 ･高等学校は1単位時間50分である(同 別
表2､高等学校学習指導要領の総則)0
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